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ラストセンターを振り返る（第２回） 
 私大入試は終盤である。合格発表も始まり、嬉しい知らせを報告に来る６年生も増えてきた。来週は国公立大

前期日程試験が始まる。１月のセンター試験受験から１か月経ったが、まだ受験は続いている。後期日程までし

っかりと視野に入れて受験計画を立てている６年生も多く、ガンバレ！とエールを送っている。大学受験は長丁

場である。健康面はもちろん、気持ちの面でも安定した状態を維持して進路実現に取り組んでください。 

 さて、センター試験を振り返る２回目は出題内容などを掲載します。センター試験は今回で終了し、来年から

はいよいよ新テストが始まるが、共通テストを意識したと思われる出題もあった。５年生、４年生はしっかりと

研究しておこう。（※数学、理科は次号に掲載予定） 

科目 今年の出題内容・全国平均点（up・down） 共通テストに向けて 

国

語  

全体的に文章量が減少、漢文でイラストを選択する設問が出題。 119.33 (-2.22) 

 全体として本文の文章量が減少し、設問数・解答数も減少した。漢文は詩単独での

出題だった。評論では、本文の趣旨に関する対話形式の設問が、漢文では五言詩に
描かれた情景についてイラストを選ぶ設問が出題。昨年同様、各大問とも文章全体の

趣旨や主題を把握する力が求められた。難易は昨年並。 

共通テストでは、言語活動の場面
設定や複数資料の提示を通して

深い思考力を問う問題が出題され

ると予想されます。複数の資料か
ら情報を読み取ってそれぞれを関

連づけることや、本文の趣旨を身

近な具体例に当てはめるなど、表
面的な読解にとどまらず、深く考え

る力を身につけましょう。 

配 
 
点 

第１問 現代文・評論 河野哲也『境界の現象学』による(５０点)  

第２問 現代文・小説 原民喜「翳」(５０点) 

第３問 古文 『小夜衣』(５０点) 
第４問 漢文 『文選』による（５０点） 

英

語

筆

記 

出題形式は変更なし。第４問 Aでは図をもとにした計算問題も。 116.31 （-6.99） 
例年通り、前半では発音・アクセントや語彙・文法の知識が問われ、後半では図表

を含む説明文、物語や論説文など、多岐にわたる素材を読み解く力が求められた。文

法・語法などの基本的な知識とともに、英文全体から素早く内容を把握する力が求め
られた。例年よりも取り組みづらい問題が増え、全体としてやや難化した。 

共通テストのリーディングでは、セ

ンター試験と比べて、読む力や思

考力がさらに広範囲に問われるよ
うになります。一方で、音声や語

彙、文法の知識を問う出題は無く

なりますが、基本的な知識・理解
は英語を読むために不可欠。 

基本を大切にしつつ、読む力・思

考する力をつけていってください。 配  
点 

第１問 発音・アクセント（１４点） 

第２問 文法・語彙語法・語句整序・応答文完成（４７点） 
第３問 不要文指摘・発言要約（３３点） 

第４問 情報読み取り（図表・案内）（４０点） 

第５問 長文読解（物語）（３０点） 
第６問 長文読解（論説）（３６点） 

英 
語 
リ
ス
ニ
ン
グ 

日常の場面における実践的な英語力が問われた。昨年よりやや難化。28.78 （-2.64） 

昨年に続き、音声情報と視覚情報を組み合わせて答える問題が出題された。場面
に応じた聞き取りが必要とされ、実践的な英語力が問われた。情報の類推や口語的な

応答表現を問う問題を中心に取り組みづらい出題がみられ、第３・４問では解答時間

が短くなった。 

音声と文字情報を組み合わせて

解答したり、複数の情報をもとに
判断する必要があったりと、幅広

い問題への対応力が求められま

す。単純に音声を聞き取るだけで
なく、対話の場面を具体的にイメ

ージすることや、時にはメモをしな

がら情報を整理・分類して聞くこと

が大切です。 

配  
点 

第１問 短い対話・Ｑ＆Ａ選択（１２点） 
第２問 短い対話・応答文選択（１４点） 

第３問 対話/広告と対話文（１２点） 

第４問 モノローグ/話し合い（１２点） 

世

界

史

Ｂ 

欧米史が減少、周辺地域史と文化史が増加。古代史・戦後史が増加 62.97 （-2.39） 
大問構成や解答数は変更なし。地域網羅性は継続した。地図問題は１問減少して

１問となった。昨年同様、グラフの読み取りを必要とする問題も出題されたが、基本的

な内容が中心で難易は昨年並。 

センター試験よりも、さまざまな資

料を扱った出題が予想されます。
資料からどのようなことが読み取れ

るのか、既習の知識とどのように関

連しているのかに注目しながら、
理解を深めていきましょう。また、

日頃から歴史上の出来事間の「つ

ながり」を意識し、学習することが
大切です。 

配  
点 

第１問 文化の繁栄や受容（２５点） 

第２問 戦争や対外関係（２５点） 
第３問 図書館と書物（２５点） 

第４問 人やモノの移動（２５点） 

 



  科目 今年の出題内容・全国平均点（up・down） 共通テストに向けて 

日 

本 

史 

Ｂ  

図版など多様な史資料を活用し考察する力が求められた。 難易は昨年並。65.45（1.91） 

大問数、解答数に変更はなかった。文章史料に加え、昨年見られなかった図版や
写真などの多様な資料が用いられ、史資料の読解力が重視された。文化史の出題は

増加し、現代史は１問に減少した。基本的な内容が中心で難易は昨年並。 

これまでのセンター試験と同様

に、文章史料、写真、統計資料な
どの史資料を用いて、学習した内

容と結び付けて判断する力が求め

られます。初見のものでも慌てず、
「どのようなことが読み取れるか」

「全体の趣旨は何か」という視点で

臨むことが大切です。 
配  

点 

第１問 教育制度と歴史書の意味（１６点） 

第２問 古代国家の辺境支配（１６点） 

第３問 入浴の歴史（１６点） 

第４問 中世末から近世における銀と鉄の生産や流通（１６点） 

第５問 幕末から明治前期の民衆運動（１２点） 

第６問 近現代の風刺漫画（２４点） 

地 

理 

Ｂ 

多様な資料が用いて図表読解力と地理的考察力が問われた。 66.35 (4.32) 

多様な図表が用いられ、限られた時間の中で正確に図表を読解する力と地理的な
見方・考え方が求められた。特に第６問では、ＧＩＳを用いて作成された図が素材として

扱われるなど、多様な資料が提示された。一部資料の読み取りに時間を要する問題が

みられたものの、原理・原則の理解を問う出題が中心で、難易は昨年よりやや易化。 

各分野の重要事項や原理・原則

をしっかりとおさえ、それを活用し
て論理的に類推・考察する演習を

繰り返し行いましょう。そして、見慣

れない資料や図表が出題されて
も、これまで学習した内容と結び

つけて考えることで、解答の糸口

をみつける対応力を培っておきま
しょう。 

配  
点 

第１問 世界の自然環境と自然災害（１７点） 
第２問 資源と産業（１７点） 

第３問 都市と村落（１７点） 

第４問 東南アジアとオセアニアの地誌（１７点） 
第５問 中国とブラジルの比較地誌（１４点） 

第６問 甲府盆地とその周辺地域の地域調査（１８点） 

倫 

理 

クワインやノージックなどの現代の新しい思想が扱われた。 65.37 (3.12) 

大問構成や出題分野は変更なし。形式に大きな変化はないが、ＡＩなど今日の社会

が直面している問題が取り上げられた。クワインやノージックなどの現代の新しい思想
が扱われた。難易は昨年並。 

共通テストでは基本的な用語の意

味内容の理解を前提に、より論理

的な思考力や読解力が求められ
ることが予想されます。資料読解

問題などは類題演習を積み、日頃

から慣れておくことが大切です。
新聞やニュースにも注目し「倫理」

で学習した思想の視点から現代の

諸問題について考えられるように

しましょう。 

配  
点 

第１問 現代社会における人間関係のあり方（２８点） 
第２問 源流思想にみる旅（２４点） 

第３問 武士道から伝統とは何かを考える（２４点） 

第４問 身体的要求と理性的要求の併存（２４点） 

政 

治 

・ 

経 

済 

基礎的なかつ重要な事項が出題され、国際政治分野の出題は減少。 53.75 (-2.49) 
例年通り、４大問中３大問の一部の設問は「倫理、政治・経済」との共通問題であっ

た。教科書に基づいた基礎的な知識を中心に問われた一方で、やや細かい知識を問

う問題や過去の問題と同様の問題も出題された。国際政治分野の出題が減少した
が、難易は昨年並。 

今年も基礎的な事項を中心に出
題されました。まずは着実に学習

を積み重ね、基本を身につけまし

ょう。また、共通テストでは、基礎
的な事項をもとに、資料などを活

用しながら考察する力が求められ

ると予想されます。基本的な用語
や原理・原則を身近な問題と結び

付けながら考えることが大切です。 

配  
点 

第１問 社会における『平等』についての３つの課題（２８点） 
第２問 日本の政治と経済の仕組み（２４点） 

第３問 新興国の経済成長と地球環境（２４点） 

第４問 自由民主主義体制の成立と課題（２４点） 

倫 
理 
 
政 
治 
・ 
経 
済 

「ＡＩと人間の仕事」「企業の資金調達」が資料読解を通して扱われた。66.51 (2.29) 

すべての設問が単独科目「倫理」および「政治・経済」と共通であった。倫理分野で
文献資料の読解や思想の正確な知識理解が問われ、政治・経済分野ではグラフの読

解や理論を具体化するなどの考察力が問われた。両分野とも基本知識を問う出題が

多くを占めた。難易は昨年並。 

「倫理」では読解力・論理的思考

力を問う問題に慣れるため、資料
集などを活用し、原典資料を通し

て複数の思想の相違点や共通点

を整理しましょう。「政治・経済」で
は資料から必要な情報を抽出し、

複数の資料を関連付けて考察す

る学習に力を入れましょう。 
配  
点 

第１問 現代社会における人間関係のあり方（１４点） 

第２問 武士道から伝統とは何かを考える（１８点） 

第３問 身体的要求と理性的要求の併存（１８点） 
第４問 社会における『平等』についての３つの課題（２２点） 

第５問 新興国の経済成長と地球環境（１４点） 

第６問 自由民主主義体制の成立と課題（１４点） 

現 

代 

社 

会 

現代の諸課題からの出題が増加。本文の趣旨を問う問題が復活した。 57.30 (0.54) 

現代の諸課題からの出題が増加しており、各分野からバランスよく出題されていた。

昨年は出題されなかった本文の趣旨を問う問題が出題された。時事的な事項や思想
分野において詳しい内容が問われ、多様な知識・理解が求められた。難易は昨年並。 

まずは、苦手分野を残さず、全分

野をまんべんなく学習しておくこと
が求められます。その際、用語の

暗記に留まるのではなく、目的や

背景を踏まえた「使える知識」にし
ておくことが重要です。また、読解

力・論理的思考力を養うために、

普段から資料集などをよく読んで
おきましょう。 

配  
点 

第１問 東京オリンピック・パラリンピックからみる現代社会（２２点） 
第２問 問題の解決と発想の転換（１４点） 

第３問 学問領域から見た諸課題への取り組（２２点） 

第４問 多様性を尊重する社会（１４点） 
第５問 資本主義経済の光と影（１４点） 

第６問 政治参加の多様なあり方（１４点） 

 
参考資料：ベネッセ センター試験【本試験】速報 



 

 前号に引き続き、来年から実施される「大学入学共通テスト」で求められる学力についてみていきたいと思い

ます。今回は、前面で扱った教科について、今年のセンター試験で出題された問題から、いくつかの問題を紹介

します。数学、理科は次号で紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

古文問２は、敬語について敬意

の対象を正しく判断する問題。

破線部はいずれも基本的な敬

語だが、それぞれの敬語の種類

を正しく捉えられていないと、破

線部付近の人物関係を把握す

るのが難しかったかもしれない。 

基礎となる敬語や文法知識を修

得しておくことは、共通テストでも

引き続き必要となる。こういった

知識は、古文に多く見られる人

物関係が読み取りづらい文章で

は登場人物の関係や物語の展

開を把握する際の手掛かりとな

る。 

▼国語（古文）第３問 問２ ▼英語（筆記）第４問 Ｂ問１ 

「フリーマーケットの出店要請の説明」から必要な情報を読み取る問題。 

問１は条件に合う出店費用を答えさせる問題で、料金表から必要なスペー

スにかかる２日分の費用を求めるとともに、表の外にある注意書きから２日

続けて出店する場合はそれぞれの日に割引があることも考慮する必要があ

った。様々な情報の中から必要なものを判断して探し出す情報処理の一環

としての英語の活用能力を測る実践的な問題であった。 

▼地理 第５問 問２ 

地理Ｂ 第５問 問２は中国とブラジルにおける牛乳、小麦、バナナの省・州

別生産量の割合を判断する問題。熱帯性作物のバナナは中国南部での割

合が高いことから判断できる。鮮度が求められる牛乳は、両国とも各地で指

標がみられることが判断のポイントであった。図表が示す傾向と、各農産物

の特徴を結び付けて考える力が問われた。 

基本的な知識をもとに資料の背景を考えさせる問題は、共通テストでも出題

が予想される。統計資料を読み解く際には、「なぜそうなるのか」を考えなが

ら理解を深めてほしい。 

 

▼英語（リスニング）第１問 問１ 

Lying on his stomach like he’s sleeping. 

He’s kind of hidden behind the rocks. 

Road to University 

大学入試ガイド（５）  

共通テストにもつながる基本問題 



 

 

 

▼英語（筆記）第６問 Ｂ 

（本文省略） 

「自動販売機の発達」についての論説文の内容をもとに表を完成させる

形式で、段落の要旨として適切なものを選択する問題が出題された。 

選択肢において、①の in one country や④の Types などのように抽象化

された表現の解釈もポイントとなる。共通テストでは、英語が全問リーディ

ングとなるが、英文全体の論旨把握が必要となるような思考力を問う問

題は十分に出題が予想される。 

▼世界史Ｂ 第４問 問９ 

グラフや資料の読み取りも共通テストにおける大きな特徴だ。本問は 1871

年から 1918 年のセルビアにおける年間死亡者数のグラフから、死亡者数

が 6 万人、20 万人を超えた時期を読み取ることが求められた。また、その

背景としてどのような出来事があったのかを判断するため、a ではセルビア

がオスマン帝国から独立した時期、b ではサライェヴォ事件の時期を理解し

ている必要があった。資料から読み取った情報と歴史上の出来事を関連

づけるような思考力を問う問題は、対策を立てて準備しておきたい。 

▼政治経済 第３問 問３ 

「倫理、政経」第５問にも出題された本問は、二国間貿易

の為替による決済の仕組みを説明した模式図を用いて、

その内容が問われた。為替手形と自国通貨が逆向きに動

くことがポイントだが、判断に迷った受験生が多かったことだ

ろう。共通テストでは、数学でも実生活の中で、数理的に処

理する場面などを話題に作問されることが予想されるが、

政治経済ではさらにその傾向は強い。本問のように具体的

な実社会での事象を模式化し、抽象化して考えさせる出

題に注意が必要である。 

▼英語（リスニング）第３問 Ｂ問１９ 

アルバイトへの応募に関する対話を聞き、音声情報

と文字情報を組み合わせて答える問題。情報を整

理し、条件に合致するかを判断するような思考力を

問う問題は共通テストでも出題が予想される。 

共通テストで必要となる思考力を問う問題 


